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肝吸虫のハムスターに対する感染実験

（１）感染密度と虫体の発育状況について

初鹿了川上茂

（昭和56年３月１８日受領）

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：CJo7zo7-cﾉｶ/ｓｓ/"e"sis，experimentalinfection，hamsters，infectionrate，

recoveryｒａｔｅ，prepatentperiod，ｃｒｏｗｄｉｎｇｅｆｆｅｃｔ

肝吸虫ｄｏ"oγｃｈｉｓｓ/"elM（Cobbold，1875）の終

宿主に対する感染実験については，これまでにも小林

(1912,1922)，Kobayashi（1915)，向山（1921)，武藤

(1922)，ＦａｕｓｔａｎｄＫｈａｗ（1927)，湯本（1934)，河井

ら（1935)，河井（1936)，HsiiandWang（1938)，磯

田（1952)，Wykoff（1958,1959)，堀（1965)，吉村

ら（1965,1966,1972)，察（1966)，ＲｈｅｅａｎｄＳｅｏ

(1968)，ChouandGibson（1970)，吉村・大森（1972）

および長花ら（1977）による多くの報告があり，本虫の

実験的終宿主としては，イヌ・ネコ・モルモット・ラッ

ト・家兎・マウス・サル（ＭＪｃａｃａｊ'ＷＳ）・ハムスター

およびヌートリア等が知られている．これらの動物のう

ち，ハムスターに関しては，一般には本虫の好適な終宿

主として，しばしば本虫の感染実験に供されているが，

この動物に対する本虫の感染実験成績については，上記

の吉村・大森（1972）が行った本種被嚢幼虫の一定数投

与実験の報告しか見当らず，肝吸虫・ハムスターのいわ

ゆる宿主寄生体関係については，必ずしも明らかにされ

ていない．

そこで著者らは，肝吸虫のハムスターに対する感受性

を調べる目的で，ハムスターに肝吸虫の被嚢幼虫を１～

50コ宛経口投与して，各宿主体内における本虫の発育・

寄生状況および肝臓の組織学的変化などを，虫体寄生数

との関係から検討している．本稿では，感染密度と虫体

の発育・寄生状況について，その概要を報告する．

から分離したものである．実験に供したハムスター

（A化SOCγ/ceZz`Ｓα"γａｍｓ）は，生後３週～４週目のもの

40頭で，これを８群に分けて，各群（１０，１０，５，５，

３，３，２，２頭）に上記の被嚢幼虫を１，２，５，

１０，２０，３０，４０，および50コ宛経口投与した．被嚢幼虫

の投与方法は，あらかじめ顕微鏡下で完全に成熟した被

嚢幼虫を選び，被嚢内の幼虫が活発に動くのを確認した

のち，その一定数をピペットで少量の水と共に吸い上げ

て，各動物の口腔深<に注入し，確実に飲み込ませた．

各動物は，被襄幼虫投与後１０日目から毎日糞便検査

（ＭＧＬ法）を実施して，虫卵排出の有無を調べた．ま

た，これらの動物は，被襄幼虫を投与してから100日経

過後に剖検し，総胆管，肝管，胆嚢および肝臓などを精

査して虫体を回収した．回収した虫体は，宿主別に70％

アルコールで固定（スライドグラス１枚で加圧）後，

Delafield,shematoxylin染色標本を作成して，体長・

体幅および口吸盤・腹吸盤の大きさ等を計測し，内部諸

器官の発育状態を観察した．

結果

ハムスター40頭に対する肝吸虫被嚢幼虫の感染実験成

績はＴａｂｌｅｌに要約した．すなわち，４０頭中29頭に虫

卵の糞便内排出が認められた．被裏幼虫投与数と感染率

との関係をみると，５，２０，３０，４０および50コ投与群で

は，いずれも感染率100％を示したが，１，２および１０

コ投与群ではそれぞれ40％，６０％および80％であった．

被嚢幼虫投与後，糞便内に虫卵の排出を認めた29頭の

排卵開始前期間（prepatentperiod）は，２２～32日，平

均24日であった．

虫卵陽性ハムスター29頭からの虫体回収数は，Table

材料および方法

この実験に用いた肝吸虫の被嚢幼虫は，岡山県南部の

灌厩用水路で採集したモツゴ（ＢｅＭｏ７ａｓ６ｏ７ａｐαγUα）

川崎医科大学寄生虫学教室
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TablelResultsofexperimentalinfectionwithdo"o7chissi"c"szstohamsters
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Total(average）１５８ (72.5）（26.4）4０４３５ 2９１１５

*，Ｔａｎｄｔ：Ｔｈｅａｎｉｍａｌｈｏｓｔｓｄｉｅｄｏｎｔｈｅ４５ｔｈ，ｔｈｅ６０ｔｈａｎｄｔｈｅ６３ｔｈｄａｙｓｏｆｉｎｇｅｓｔｉonrespectively．

１に示す如く，１～27虫，総数115虫であった．虫体回

収数と被嚢幼虫投与数との関係では，１頭当りの平均虫

体回収数が最も多かったのは，被嚢幼虫50コ投与群の１６

虫，ついで40コ投与群の10虫，以下３０，２０，１０，５，２

および１コ投与群の各4.7,4.3,3.0,2.2および１虫の

順であり，虫体回収数は被褒幼虫投与数に比例して減少

した．

ハムスター40頭の各実験群における虫体回収率は，

Tablelに示す如く，15.6％～45.0％（平均26.4％）で

あった．この虫体回収率と被嚢幼虫投与数との関係をみ

ると，虫体回収率が最も高いのは２コ投与群，ついで５

コ投与群，以下１コ，５０コ，４０コ，１０コ，２０コおよび３０

コ投与群の順であった．しかし，感染ハムスター29頭の

各実験群における虫体回収率は，被嚢幼虫１コ投与群が

100％，ついで２コ投与群が75％，以下５コ，５０コ，１０

コ，４０コ，２０コおよび30コ投与群が，それぞれ44％，３２

％，３０％，２５％，21.7％および15.6％であった．このう

ち，４０コ投与群の２例中１例，および50コ投与群の２例

については，被嚢幼虫投与後45日，６０日および63日目に

それぞれ宿主が死亡した．殊に，５０コ投与群では，被嚢

幼虫を投与して100日間生存したものは１頭もなかった．

回収された虫体の寄生部位は，主として総胆管と肝管

内であり，肝臓実質内からは全く見出されなかったが，

胆嚢内に寄生の虫体が29頭中９頭（31.0％）に認めら

れた。胆嚢内寄生の虫体数は，１頭当り１～６虫で,合計

24虫が見出された．その内訳は，被嚢幼虫２コ，１０コお

よび40コ投与群に各２例，５コ，３０コおよび50コ投与群

に各１例であった．また，胆嚢内寄生の虫体が最も多く

認められたのは，被嚢幼虫50コ投与群の27虫回収例で６

虫，ついで40コ投与群の15虫回収例で５虫，および同じ

く40コ投与群のうち投与後45日目に死亡した例で５虫，

以下30コ投与群の９虫回収例で２虫，２コ投与群の２虫

回収例で各２，１虫，および10コ投与群の１虫回収例な

どであり，虫体の胆嚢内寄生現象は，被嚢幼虫の多数投

与例の宿主に多発の傾向がみられた．

回収した虫体の計測値は，Ｔａｂｌｅ２に示した．すなわ

ち，被嚢幼虫40コおよび50コ投与群で，４５日目，６０日目

および63日目に死亡した各宿主から見出された37虫と，

１コ投与群で410日目に得られた２虫の合計39虫を除い

た，７６虫についての計測値は，体長平均11.5ｍｍ(9.2～

14.8ｍｍ)，体幅平均2.9ｍｍ（2.0～3.5ｍｍ）で，体長／

体幅の平均値４．１（3.3～5.8）であった．虫体の体長に

ついて，その大きさを被嚢幼虫投与数と虫体回収数の関

係からみると,体長が比較的大きいのは,被嚢幼虫５コ投

与群の２虫回収例，ついで２コ投与群の１虫回収例およ

び５コ投与群の３虫回収例，以下５コ投与群の１虫回収

例，２コ投与群の２虫回収例などの11項であった．また，

50コ投与群で60日目に死亡した例の５虫については，体

長平均15.8ｍｍ，体幅平均1.3ｍｍ，体長/体幅の平均値

12.0の如く，頗る細長い虫体であった（Fig.５）．一方，

虫体が小さいのは，被嚢幼虫30コ投与群の１虫回収例，

１コ投与例，４０コ投与群の15虫回収例および20コ投与群

の７虫回収例などであった．

被嚢幼虫投与後100日を経過した虫体は，いずれも良

く発育・成熟しており，子宮内には虫卵が充満してい

た．また，胆嚢内から見出された24虫の発育程度は，被

（３６）
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＊：Theanimalsweresacrificedoｎｔｈｅ４１０ｔｈｄａｙｏｆｉｎｇｅｓｔｉｏｎ・

Ｔａｎｄｔ：Ｔｈｅａｎｉｍａｌｈｏｓｔｓｄｉｅｄｏｎｔｈｅ６０ｔｈａｎｄthe63thdaysofingestionrespectively・

嚢幼虫40コ投与群で45日目に死亡した例の５虫（未熟虫スター寄生の虫体は，モルモット寄生の虫体（体長平均

体）を除けば，いずれも総胆管や肝管内寄生の虫体とほ11.9ｍｍ）に次ぐ大きさであったと述べている．吉村・

ぼ同様で，口吸盤や腹吸盤の計測値（Table２）などに大森（1972）の報告によって，はじめてハムスターが肝

も両者の問に発育上の差異は認められなかった．被嚢幼吸虫の実験的終宿主として追加され，それ以来，前述の

虫１コ投与群で410日目に剖検した２頭から得られた２ 如く，この動物が肝吸虫の感染実験にしばしば使用され

虫については，Ｔａｂｌｅ２に示す如く，体長の平均が16.7るようになったが，肝吸虫とハムスターの宿主寄生体関

、ｍで，最も大きい虫体であった．係については，未だ充分に解明されていない．著者ら

は，この動物における肝吸虫の発育・寄生の状況を，被
考察

嚢幼虫投与数および虫体寄生数の関係から検討した．以

肝吸虫の終宿主に対する感染実験については，前述の 下，この実験で得られた成績を，これまでに報告されて

如く，従来から多くの先人達による報告があるが，本虫いる各種動物における成績と比較しながら若干の考察を

のハムスターに対する感染実験に関しては，吉村・大森加えたい．

（1972）の成績しか見当らない．吉村らは，イヌ・ウサハムスター40頭中29頭に感染がみられ，感染率は72.5

ギなど６種類の動物に対する一連の本虫感染実験におい％であった．この感染率は，従来から本虫の好適な実験

て，ハムスター20頭に本種の被嚢幼虫を35コ宛経口投与的宿主とされているヌートリアの100％（長花ら，1977）

し，投与後90～120日の間にそれぞれ宿主を剖検して，には及ばないが，河井ら（1935）によるネコの58％，イ

その成績を報告している．それによると，２０頭におけるヌの41％および家兎の24％などよりも高い値であり，肝

虫体回収率は21.3％で，回収した虫体の大きさ（27虫）吸虫がハムスターに対して高い親和性を有する証処と思

は，体長平均11.2ｍｍ，体幅平均2.7ｍｍであり，ハムわれる．実験群別感染率は，被嚢幼虫１コおよび２コ投

（３７）
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与群でそれぞれ40％および50％を示したが，５コ以上投

与群では，１０コ投与群の１頭を除くすべてに感染がみら

れた．本虫の終宿主に対する感染率が被襄幼虫の投与数

に比例して増減することは，すでに報告されており，例

えばラットでは被嚢幼虫５コ以上投与群が80％で，１００

コ以上投与群が100％（察，1966)，マウスでは５コおよ

び10コ投与群がそれぞれ75％および87％で，２０コ投与群

が100％（ＲｈｅｅａｎｄＳｅｏ，1968）の如くであり，ハムス

ターにおいてもこれらの成績と同様である．

排卵開始前期間については，従来から宿主の種類や報

告者によってかなりの差異がみられるが，ハムスターに

おける22～32日，平均24日という日数は，イヌの23～２６

日（Kobayashi，1915)，２２～23日（堀，1965)，ネコの

23～26日（Kobayashi，1915)，兎の平均22日（WykofL

1958；堀，1965）およびヌートリアの平均23日（長花

ら，1977）などとほぼ同じ日数である．

ハムスター40頭における虫体回収率は，15.6％～45.0

％（平均26.4％）を示したが，この値はネコにおける２８

～100％，平均60％（HsiiandWang，1938)，イヌに

おける18～73％，平均45.6％（堀，1965）およびヌート

リアにおける１０～75％，平均46％（長花ら，1977）など

に次ぐ成績で，吉村・大森（1972）によるハムスターの

21.3％と，堀（1965）による家兎の１～44％（平均28.8

％）とのほぼ中間的な値である．

河井ら（1936）は，肝吸虫の虫体回収率を求める場合

には，感染実験に用いた被嚢幼虫の成熟度や冷蔵保存期

間による幼虫の活力など，被襄幼虫側の生物学的諸条

件を考慮すべきだと指摘しており，また，吉村・大森

（1972）は，この他に宿主動物の大きさ，殊に肝臓容積

など解剖学的条件にも影響されると述べている．この実

験に用いた被嚢幼虫は，魚から分離直後に，顕微鏡下で

成熟度や被嚢内で幼虫が活発に動くことを確認してお

り，幼虫の活力は充分あったと判断されるが，肝臓容積

についての検討はできなかった．この実験では，肝臓容

積とも関連して，ハムスターの生後日数も大きく関与し

ているものと思われる．

被嚢幼虫投与数と虫体回収数との相関性については，

従来からの報告と同様に，被嚢幼虫投与数の増加に伴っ

て，１頭当りの虫体回収数は多くなった（Tableｌ）．

一方，ハムスター40頭における被嚢幼虫投与数と虫体回

収率との相関性については，被嚢幼虫５コ以下の投与群

で虫体回収率が40～45％，１０コ以上の投与群で15.6～３２

％の如く，被嚢幼虫10コ以上の投与群では虫体回収率が

30％以下を示す傾向がみられた．また同様に，感染ハム

スター29頭の虫体回収率についても，被嚢幼虫１コ投与

群が100％，２コ投与群が75％，５コ投与群が44％で，

10コ以上の投与群では15.6～32％であった．このよう

に，被嚢幼虫投与数と虫体回収率との間に逆相関が認め

られることは，察（1966）によるラットでの例（５コ投

与群で21.6％，１０コ投与群で34.0％，３０コ投与群で30.7

％，５０コ投与群で24.5％，および100コ投与群で12.1％）

や，吉村ら（1972）によるマウスでの例（５コ投与群で

5.0％，１０コ投与群で4.6％，３０コ投与群で4.9％，５０コ

投与群で4.4％，および100コ投与群で1.0％）などにも

示されている．これら小動物にみられる被嚢幼虫投与数

による虫体回収率の変動には，ハムスターの例も含めて

宿主動物の肝臓容積の問題が関与しているものと思われ

る．

虫体の寄生部位については，大部分のものは総胆管と

肝管内であったが，２９頭中９頭（31.0％）においては胆

嚢内に虫体の寄生がみられた．肝吸虫が胆嚢内に侵入寄

生することは，すでに小林（1912,1922）や吉村・大森

(1972）らによっても報告されているが，著者らの例で

は，被嚢幼虫を50コ，４０コおよび30コ投与したときや，

虫体回収数が27,15および９虫など，被嚢幼虫の多数投

与群や虫体の多数回収例に胆嚢内寄生の虫体が多く見ら

れるようであり，この現象は宿主体内における虫体の寄

生密度と関係があるように,思われた．

虫体の大きさと被嚢幼虫投与数および虫体回収数との

相関性については，宿主によって若干の差異が認められ

るが，虫体が比較的大きいのは被襄幼虫５コ投与群の２

虫および１虫回収例，２コ投与群の２虫および１虫回収

例などで，これらの虫体は体長平均12.5～148ｍｍ，体

幅平均2.8～3.2ｍｍであった（Table２）．一方，虫体

が小さいのは被裏幼虫30コ投与群の１虫回収例，１コ投

与例，４０コ投与群の15虫回収例，および20コ投与群の７

虫回収例などで，これらの虫体は体長平均9.2～9.8ｍｍ，

体幅平均2.3～2.9ｍｍであった（Table２）．このよう

に，生後３週～４週目のハムスターでは，被襄幼虫を２０

コ以上投与すると，虫体の発育が阻害されるようである

が，この実験において被襄幼虫１コ投与例の１００日目虫

体が小形であったことは興味深い現象である（Table

２）．小林（1912）は，宿主体内の肝吸虫に大小がみら

れるのは，寄生場所の広狭と栄養の多少に原因があり，

殊に小動物に多数寄生した場合には虫体が小さいと述べ

ている．他方，吉村・察（1966）は，ラットに対する被

（３８）
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嚢幼虫50コ投与群と単数投与群とについて，投与後60日

目の虫体を比較観察した結果，虫体の大きさは両群の問

に差異はみられないと報告しているので，ハムスターに

おける肝吸虫被嚢幼虫の単数投与例については，さらに

検討する必要があろう．

また，被嚢幼虫40コおよび50コ投与群の４頭について

は，そのうちの３頭が投与後45～63日の間に死亡した．

従って，生後３週～４週目のハムスターに対しては，被

嚢幼虫40コ以下の投与が望ましいようである．死亡した

３頭のうち，５０コ投与後60日目に回収された５虫は頗る

細長い虫体であった（Table２，Ｆｉｇ．５）．これらの虫

体の形状は，宿主体内での発育初期に多数の虫体が狭い

管腔内に閉じ込められたために生じたものと思われる．

部大会において発表した．
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肝吸虫のハムスターに対する感受性を調べる目的で，

生後３週～４週目のハムスター40頭を８群に分けて，各

群に肝吸虫の被襄幼虫を１～50コ宛経口投与し，投与後

100日目に各動物を屠殺剖検して虫体を回収し，各宿主

体内における虫体の発育・寄生状況について，被嚢幼虫

投与数および虫体寄生数との関係から検討し，下記の成
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％，５コおよび20コ以上投与群で各100％の如く，感染

率は被嚢幼虫投与数の増加と共に上昇したが，４０コ以上

投与群では４頭中３頭が投与後45～63日の間に死亡し

た．

２）感染ハムスター29頭における排卵開始前期間は，

22～32日，平均24日であった．

３）ハムスター40頭における虫体回収率は，被嚢幼虫

１コ投与群で40％，２コ投与群で45％，５コ投与群で４４

％，１０～50コ投与群で15.6～32％の如く，１０コ以上投与

群で低下した．

４）虫体の胆嚢内寄生現象は，被襄幼虫の多数投与，

および虫体の多数寄生のときに多く発現する傾向が認め

られた．

５）虫体の大きさは，被嚢幼虫２コおよび５コ投与群
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稿を終るに当り，ご指導いただいた長花操教授に感

謝いたします．

なお，本論文の要旨は第35回日本寄生虫学会西日本支

（３９）



320

anJParasit.，6,101-109．

察昭雄（1966）：ラットにおける肝吸虫（C〃

刀o7C/bfssi"elM（Cobbold,1875）Looss,1907）

の感染実験．寄生虫誌，15,246-254．

Wykoff，，．Ｅ・（1958）：Studiesonaol1o｢‐

ｃｈｉｓｓｉ"e7zsis．Ⅲ、Thehost-parasiterelations
intherabbitandobservationsontherela‐

tivesusceptibilityofcertainlaboratoryho‐

stsJ、Parasit.，44,461-466．

Wykoff，，．Ｅ・（1959）：Studiesondolzol-‐

c"/SSi"e"s/s、Ⅳ、Productionofeggsiｎｅｘ‐

perimentallyinfectedrabbits．Ｊ、Parasit.，

45,91-94．

吉村裕之・荒木国興・察昭雄（1965）：肝吸虫

の生理，（１）肝吸虫のラット体内における発育．

寄生虫誌，15,437-444．

吉村裕之・大森康正（1972）：肝吸虫（αolJoγ‐

c/ｉｉｓｓｉ"c"s/s）の生物学的ならびに病理学的研

究，Ⅱ小動物への感染実験．寄生虫誌，21,

222-229．

吉村裕之・大森康正・石郷岡清基（1972）：肝吸

虫（ｄｏ"ｏｒc/ｉｉｓｓｉ"e"sjs）の生物学的ならびに

病理学的研究，（１）虫体のマウス体内における

発育と運命．寄生虫誌，21,127-134．

吉村裕之・察昭雄（1966）：肝吸虫の生理，

(3)肝吸虫の単数寄生に関する研究．寄生虫誌，

15,192-195．

湯本義香（1934）：肝臓ヂストマの排卵数並に其

臨床的意義に就て．台湾医誌，33,1851-1852.

19）15）

16）

20）

17） 21）

22）

18）

（４０）



[Jap. J. Parasit., Vol. 30, No. 4, 315-323, August, 1981]

Abstract s

EXPERIMENTAL INFECTIONS WITH CLONORCHIS SINENSIS IN HAMSTERS

I. RELATIONSHIP BETWEEN THE DEVELOPMENT AND

DENSITY OF LARVAL INFECTION

Roy HATSUSHIKA and Shigeru KAWAKAMI

(Departme?it of Parasitology, Kawasaki Medical School,

Kurashiki City 701-01, Japan)

To clarify the susceptibility of hamsters to Clonorchis sinensis, 40 hamsters of 3 to 4

weeks of age were divided into 8 groups which received orally 1 to 50 metacercariae of C.

sinensis isolated from Pseudorasbora parva. The animals were all sacrificed 100 days after

ingestion and 115 worms were recovered from 29 infected animals. Observations were made

to compare the infection rates and development of worms in each group. The results were

summarized as follows :

1) The infection rates of the worms in each group of animals given 1, 2, 5, 10, and

over 20 metacercariae were 40, 60, 100, 80, and 100% respectively. Although the infection

rate increased in proportion to numbers of metacercariae given, 3 animals ingested with over

40 metacercariae died during period from 45 to 63 days after ingestion.

2) The prepatent period in hamster was averaging 24 days.

3) The recovery rates of the worms in each group given 1, 2, 5, and 10 to 50 meta

cercariae were 40, 45, 44, and 15.6 to 32% respectively.

4) The number of worms in gall bladder apparently increased in proportion to number

of metacercariae given or unmber of worms recovered from the animals.

5) From evaluation of measurements of worms recovered from each group, the crow

ding effect was recognized in hamster infected with over 20 metacercariae of C. sinensis.

( 41 )
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